
ゼロカーボンシティの実現に向けて

電気自動車を寄附いただきました

ＨＯＮＪＯ ｄｅ ＨＡＮＪＯ（ほんじょう で はんじょう）

えきなん商店会マーケット

　市では「ゼロカーボンシティ」の実現に向けて、環
境に配慮した公用車の導入を進めています。
　５月 24日、その趣旨に賛同いただいた梅村孝雄さ
んから２台の電気自動車を寄附していただきました。
車体には電気にちなみ、「雷」と「ＥＶ」をモチーフ
にしたはにぽんをラッピング、市の公用車として市内
外を走ります。ご厚意ありがとうございました。

　６月４日、南本町自治会館前の通りを会場に「えき
なん商店会マーケット」が開催されました。
　今回は、本庄グルメの「つみっこ」、「ナピラ」をは
じめとする 28店舗が出店したほか、お囃子演奏や陸
船車の試乗会も行われるなど、盛りだくさんの内容に、
多くの来場者でにぎわいました。

力強く美しいハーモニーが響き渡る

ミュージアムコンサート

「もしも」に備える

土砂災害に対する全国統一防災訓練

　５月 20日、本庄早稲田の杜ミュージアム屋外特設
会場でミュージアムコンサートが開催されました。
　出演した早稲田大学グリークラブの皆さんは、男声
合唱ならではの力強く美しいハーモニーでコンサート
に来場された約 200 名の方々を魅了し、披露した曲
が終わるごとに会場からは盛大な拍手が起こりまし
た。

　６月４日、エコーピアで土砂災害に対する全国統一
防災訓練が実施され、指定避難所に設置する物資の説
明や警察署による講座、児玉郡市広域消防本部職員に
よる講習が行われました。
　講習では、倒れている人の運び方を学び、参加者た
ちは「もしも」に備えて、担架作りや運搬の練習を行
いました。
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PICK UP 今月の表紙

　市内にあるすべての高校が、学校に関
係なく一緒に開催する「七高祭」。
　6 月に行われたキックオフミーティング
では、学校も学年も違う高校生たちが集
まり、和気あいあいとした雰囲気の中で
プロジェクトのアイデアを考えていまし
た。当日の様子等は、４ページから詳し
く紹介しています。ぜひご覧ください。

感染症の拡大を防止するため、施設利
用や催し等へ参加の際、消毒、検温等
へのご協力をお願いすることがありま
す。また、掲載している催し等が中止
・変更になる場合があります。市ホー
ムページ、問い合わせ先へご確認くだ
さい。
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（2023. ６. １現在）の動き
前月比

総人口 ７７，３９７ － 63
男 ３８, ６９２ ＋　3
女 ３８，７０５ － 66
世帯数 ３６，０８９ － 27

自然増減 社会増減
出生 33 転入 270
死亡 83 転出 284
増減 － 50 増減 － 14

その他の増減 ＋　1

（人口増減の内訳）
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今年も高校生プロジェクトが始まりました！

まち
かどSSnap

交通事故が増えています！
交通安全ニュース

　令和５年中の市内の人身事故件数は４月末時点で 74 件発生しており、
昨年同月に比べて 14 件増加しています。また、死傷者数は４月末時点
で 95 人となっており、昨年同月に比べて 17 人増加しています。
　交通事故は決して人ごとではありません。ドライバーの皆さんは今一
度、自分自身の運転を見直し、横断歩道付近に横断者がいる場合は一時
停止を徹底するなど、安全運転を心がけましょう。
　歩行者の皆さんは、横断歩道を渡るときに手を
挙げるなどの意思表示や、左右の安全確認を必ず
行いましょう。
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